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目的 interleukin-2 と interferon alfa-2b に対する cisplatin の併用効果を調べ

る 
データソース  
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

化学療法のみ 52 例、免疫化学療法（の併用）50 例 
 
interleukin-2 と interferon alfa-2b のみ：奏効率 18％、無増悪生存期

間 53 日、生存期間中央値 9 月 
interleukin-2 と interferon alfa-2b と cisplatin：奏効率 33％、無増悪

生存期間 92 日、生存期間中央値 9 月 
 
両群において奏効率と無増悪生存期間には差を認めたが、生存期間に

差は認められなかった。 
 
 

結論 

interleukin-2 と interferon alfa-2b に cisplatin を併用すると、奏効率と

無増悪生存期間は延長するが、生存期間に影響を与えない。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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